
 

 

～お知らせ～ 
 ＦＯＲＺＡ駒澤は、

駒澤大学駒澤校舎内の

食堂にあるアイスクリ

ーム売り場、学生部に

毎週金曜日昼休みに置

いているので、どうぞ

ご自由にお持ちくださ

い。 

発行人   永峰綾 
スタッフ  野澤俊介 
越智千絵子 山本麻紗子 
市川紗織  伊藤優香 
遠藤雅之  川崎篤彦 
関翔一   平松大有花 
深松美里  宮下邦彦 
鹿野雄太 
 ＦＯＲＺＡ駒沢は毎週金曜に発行！お便り、感想などはこちらまで 

〒154―8525 東京都世田谷区駒澤 1―23－1 
駒澤大学マスコミ研究所内｢駒大スポーツ・サッカー班｣ 

Ｅメール forzakomazawa@hotmail.com 
TELFAX 03（3418）9556 発行人 永峰 綾 

  ★★次次節節はは亜亜細細亜亜大大ととのの対対戦戦★★    
＜場所＞西が丘サッカー場 
＜日程＞５月４日（火） 12：00 

競技場へのアクセス 
●都営地下鉄三田線「本蓮沼」下車、出口 A-1

を出て右へ徒歩 8分。 

２００４年４月 27 日 与野八王子グランド 

駒澤大学１－２大宮アルディージャ 
１本目０－０ ２本目１－２ 
【得点】 
（大）ディビットソン純マーカス 
（駒）鈴木亮平（新川真之介） 
（大）鈴木将太（大沢朋也） 
                                                 

駒澤大学●GK 太洋一（三栗寛士）／DF 小林亮（筑城

和人）、桑原靖（桐原聡太郎）、廣井友信（大澤陽介）、

塚本泰史（石井晃一）／MF 中後雅喜（菊池光将）、小

野里銀児（岩本哲也）、東平大祐（新川真之介）、八角

剛史（大瀬良直人）／FW 原一樹（鈴木亮平）、赤嶺真

吾（高崎寛之）                  

大宮アルディージャ●ＧＫ高木貴弘／ＤＦ氏家英行

（丹野友輔）、松本大樹、辻田真輝、尾亦弘友希／ＭＦ

島田裕介、ディビッドソン純マーカス、鈴木将太、橋

本早十／ＦＷ大沢朋也、横山聡（田中輝和） 
                                                  

※（）は２本目からの交代出場 

Exhibition match 

いい
つつ
もも
のの
カカ
タタ
チチ
でで  

相
手
や
状
況
に
よ
っ
て
戦
術
を
変
え
る
チ
ー
ム

も
あ
る
。
し
か
し
、
風
速
30
ｍ
を
超
え
る
強
風

の
中
で
も
、
Ｊ
ク
ラ
ブ
を
相
手
に
し
て
も
、
駒

大
サ
ッ
カ
ー
は
一
貫
し
て
い
る
。「
風
が
強
か
っ

た
し
、
下
（
ピ
ッ
チ
）
も
固
か
っ
た
の
で
、
シ

ン
プ
ル
に
前
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
。
い
つ
も

や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
け
ど
」
と
い
う
中
後
の

言
葉
ど
お
り
の
試
合
展
開
と
な
っ
た
。
開
始

早
々
、
相
手
ボ
ー
ル
を
奪
っ
た
中
後
が
左
の
ス

ペ
ー
ス
に
抜
け
出
し
た
原
へ
。
中
央
へ
折
り
返

す
と
フ
リ
ー
で
八
角
が
シ
ュ
ー
ト
。
得
点
に
は

な
ら
な
か
っ
た
が
、
Ｊ
２
大
宮
の
Ｄ
Ｆ
陣
を
完

全
に
崩
し
た
場
面
だ
っ
た
。
戦
術
が
浸
透
し
、

チ
ー
ム
全
体
が
ゴ
ー
ル
へ
向
か
う
共
通
意
識
を

持
っ
て
サ
ッ
カ
ー
を
展
開
し
て
い
る
証
拠
で
あ

る
。
そ
の
後
も
前
線
か
ら
の
激
し
い
プ
レ
ス
と

鋭
い
サ
イ
ド
突
破
で
大
宮
に
自
分
た
ち
の
サ
ッ

カ
ー
を
さ
せ
な
か
っ
た
。
開
幕
戦
で
パ
ス
の
供

給
源
を
こ
と
ご
と
く
潰
さ
れ
、
流
経
大
に
完
敗
。

秋
田
監
督
は
そ
れ
ま
で
ト
ッ
プ
下
で
起
用
し
て

い
た
中
後
を
ボ
ラ
ン
チ
に
下
げ
た
。
展
開
力
の

あ
る
中
後
か
ら
前
線
の
赤
嶺
、
原
に
良
い
ボ
ー

ル
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
駒
大
は
王
者
の
風
格

を
取
り
戻
し
た
。
ボ
ラ
ン
チ
へ
の
コ
ン
バ
ー
ト

に
、「（
基
本
的
に
）
や
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
、Ｄ
Ｆ
と
の
連
係
に
は
気
を
つ
け
て
い
る
」

と
中
後
。
こ
の
日
は
中
盤
で
ピ
ン
チ
の
芽
を
摘

み
大
宮
を
完
封
。
守
備
面
に
も
進
歩
が
見
ら
れ

た
。 

 

J
ク
ラ
ブ
と
互
角
以
上
の
戦
い
が
で
き
た

要
因
の
ひ
と
つ
に
、
ト
ッ
プ
下
に
入
っ
た
八
角

の
存
在
が
あ
る
。
攻
撃
時
に
は
シ
ャ
ド
ー
と
し

て
ゴ
ー
ル
へ
向
か
い
、
守
備
時
に
は
ユ
ー
ス
時

代
、
ボ
ラ
ン
チ
だ
っ
た
経
験
を
生
か
し
た
献
身

的
な
働
き
を
見
せ
、
チ
ー
ム
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
た
。
八
角
は
「
守
り
の
意
識
は
高
く
持

っ
て
い
る
。
あ
と
は
も
っ
と
シ
ュ
ー
ト
を
打
た

な
い
と
」
と
課
題
を
挙
げ
な
が
ら
も
、「
こ
こ
で

ア
ピ
ー
ル
し
て
、
ス
タ
メ
ン
で
出
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
手
応
え
を
つ
か

ん
で
い
る
よ
う
だ
。 

 

メ
ン
バ
ー
を
全
員
入
れ
替
え
た
２
本
目
。
長

身
の
Ｆ
Ｗ
高
崎
に
ク
サ
ビ
を
入
れ
、
そ
れ
を
受

け
た
中
盤
の
選
手
が
裏
へ
抜
け
出
し
た
新
川

へ
、
と
い
う
シ
ー
ン
が
何
度
も
あ
っ
た
。
同
点

に
追
い
つ
い
た
場
面
も
そ
の
展
開
か
ら
。
し
か

し
、
中
盤
と
Ｄ
Ｆ
の
間
が
空
い
た
こ
と
で
、
デ

ィ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
純
マ
ー
カ
ス
の
先
制
点
、
鈴
木

将
の
決
勝
点
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
駒
大
の
失

点
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。 

 

揺
る
ぎ
な
い
信
念
の
下
で
攻
撃
陣
が
大
量
得
点

を
叩
き
出
し
て
い
る
今
こ
そ
、
チ
ー
ム
全
体
で

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
あ
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
鹿
野
雄
太
）

頼れる主将が復帰!! 
開幕戦以来、怪我で戦列を離れて

いた鈴木祐輔(４年)が次節の亜

大戦で復帰することになりそうだ。

すでにランニングや軽いボールタッ

チは始めており、本人は 30 日の川

崎フロンターレとの練習試合に出

場の意欲をみせている。 

昨
年
の
駒
大
の
「
１０
」番
、
橋
本
と
マ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
廣
井
（右
） 

高崎はプロ相手にも空中戦で負けることはなかった 

▲開幕戦の敗戦以来、ボランチで出場の中後（左）は、強風が吹き荒

れる中でも得意の正確なロングフィードでゲームを作っていた 

▼ トップ下のポジションから積極的にプレスをかける八角（左） 


